
仁厚会・敬仁会合同広報誌
平成２9年10月16日発行

主役はいつも患者さん
平成29年度 法人理念

発行：社会医療法人 仁厚会
　　　〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43番地
　　　TEL（0858）26-1012
　　　社会福祉法人 敬仁会
　　　〒682-0023 鳥取県倉吉市山根55番地
　　　TEL（0858）26-3864
　　　https://www.med-wel.jp/

❶ テンダー ラビング ケア tender loving care
　　「愛」とは、誰かの心に希望の灯りをともすことです
　　自分に何ができるかをまず考えることです
　　（日野原重明著 テンダーラブより）

❷ スローライフ
　　丁寧に考えること　誠実に対応すること

仁敬
だより

JINKEI  DAYORI
〈仁厚会〉

〈敬仁会〉

ル・ソラリオン、ル・サンテリオン前を走る『トワイライトエクスプレス 瑞風』
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新任医師の紹介

鳥取大学医学部（平成 10 年卒）出身大学

日本脳神経外科学会、同中国四国地方会
日本脳神経外科コングレス、日本癌学会
アメリカ癌学会 (AACR)、日本脳腫瘍学会
日本分子脳神経外科学会、日本再生医療学会
日本整容脳神経外科学会、日本人類遺伝学会

所属学会

専門および対象疾患

仲山　美名子（旧姓 石橋）

米子東病院
特任脳神経外科科長

　９月１日より、米子東病院に赴任しました。大学の医局に在籍し
ていた期間が長くなり、もちろん臨床もやってきたのですが、だん
だんとマニアックな研究の道を歩みかけていました（今でも週に
一度継続させていただいております）。医師になって約20年間、脳
神経外科の診療をしていく中で、病気による後遺症や合併症が残
存することにより、生活の質の悪化を免れ得ない患者さんを本当
にたくさん診て来ました。米子東病院のリハビリはとても充実して
いると聞いておりましたが、この効果がさらに倍増、それ以上にな
るよう、私自身も最善、最新の方法を勉強しつつ頑張りたいと思い
ます。育児をしながらではありますが、患者さんに満足してもらえ
るような医療を提供していきたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いします。

脳神経外科一般（良性および悪性脳腫瘍、脳血管障害、頭部外
傷など）および脳腫瘍の基礎研究（遺伝子解析）、遺伝性脳腫
瘍（家族性腫瘍）
学会認定医等資格 脳神経外科専門医、がん治療認定医

　介護老人保健施設ル・
サンテリオン北条で16年
の長きにわたり勤務し、
サービスの質向上や個別
ニーズへの対応に応える
べく、地道な努力を重ねて
きました。また、個別的ケ
アや家族・地域の関わりを

重視した取り組みの中心的役割を担い同時に後
輩指導や積極的な業務改善にも携わり、その継
続性や努力の成果が評価され、この度の受賞と
なりました。

　精神医療や精神保健福祉の質の向上や充実
に向けて、永年の地道な努力や功績が認めら
れ、協会長から３人の倉吉病院職員が表彰さ
れました。 

全国老人保健施設協会
表彰受賞

鳥取県精神保健福祉協会長
表彰受賞

ル・サンテリオン北条
福井 由美子介護福祉士

医療福祉センター倉吉病院
森 淳子心理士・川福 由美看護師・森下 恵美看護師 

第
1
回 

オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
開
催

 

米
子
東
病
院

サ
テ
ラ
イ
ト（
溝
口
出
張
所
）オ
ー
プ
ン

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
米
子
東

　

こ
れ
ま
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
米
子
東
で
は
、
米
子
市
内
と

西
伯
郡
を
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
日

野
郡
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
訪
問
看
護

は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

年
齢
に
関
係
な
く
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
長
年
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
の
中
で
、
そ
の
人
ら
し
く

安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
主
治
医
・
多
職
種
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
24
時
間
・
３
６
５

日
体
制
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
27
日
（
日
）、
第
1
回
オ
ー

プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
小
学
生
か
ら
専
門

学
生
5
名
。
ま
ず
当
院
の
紹
介
や

院
内
で
働
く
職
業
紹
介
を
行
い
、
そ

の
後
、
看
護
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
制

服
に
着
替
え
、
院
内
見
学
や
当
院

な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
で
は
車
い
す
や
装

具
装
着
体
験
を
、
看
護
で
は
心
肺

蘇
生
体
験
、
採
血
体
験
等
を
、
検

査
技
師
か
ら
は
超
音
波
検
査
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
と
ろ
み

茶
や
補
助
食
品
の
試
食
体
験
で
は
、

参
加
者
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
反
応

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
学
生

さ
ん
に
と
っ
て
将
来
を
考
え
る
一
助

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

真心と笑顔を込めて行います将来の夢は救急救命士です

　
9
月
2
日
（
土
）
に
第
2
回
仁

厚
会
・
敬
仁
会
医
療
福
祉
学
会
を

開
催
さ
れ
、
両
法
人
の
職
員
約

３
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
事
例
研
究
発
表
会
】

　
今
回
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
と
提
案
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
演
題
募
集
を
し
た

結
果
、
事
業
所
・
職
種
を
超
え
多

種
多
様
な
20
演
題
の
口
述
発
表
と

1
演
題
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
症
例

研
究
事
例
、
委
員
会
や
事
務
業
務

の
改
善
事
例
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
事
業
所
を
超
え
た
知
識
の
交

流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
２
回
目
と

い
う
こ
と
で
、
発
表
者
の
伝
え
る

技
術
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

聞
く
側
も
内
容
に
ぐ
い
ぐ
い
引
き

込
ま
れ
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
ス

ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
発
表
者
へ
の
多
く
の

質
問
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
か
ら
の

適
切
か
つ
次
に
つ
な
が
る
コ
メ
ン

ト
も
あ
り
、
参
加
者
全
員
得
る
も

の
が
多
い
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
】

　
ま
た
記
念
講
演
で
は
、
鳥
取
大

学
大
学
院　
講
師　
竹
田
伸
也
先

生
に
、
普
段
わ
れ
わ
れ
対
人
援
助

者
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
見
地

か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
終
了
後
は
「
明
日
か
ら
活
か

せ
る
内
容
だ
っ
た
」
と
の
声
も
多

く
聞
か
れ
、
す
べ
て
の
職
員
の
心

に
響
く
内
容
で
し
た
。

【
受
賞
報
告
】

　
敬
仁
会
は
、
10
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
法
人
を
あ
げ
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
を
用
い
た
改
善
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
昨
年
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ

て
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
受
賞

報
告
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
今
後
に
向
け
て
】

　
両
法
人
が
合
同
で
開
催
す
る
こ

の
学
会
は
、
ま
だ
歩
み
始
め
た
ば

か
り
で
す
。
今
後
、
回
数
を
重
ね

る
ご
と
に
さ
ら
に
魅
力
を
増
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
寄
与
で
き

る
学
会
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
第
２
回
仁
厚
会
・
敬
仁
会

　
医
療
福
祉
学
会
実
行
委
員
会

委
員
長　
入
澤
孝
好

学会の意義を語る藤井学会長

多くの共感を呼んだ竹田先生による記念講演

事例研究発表

優秀賞受賞者の達成感あふれる笑顔

【優秀賞】

第
２
回 

仁
厚
会
・
敬
仁
会 

医
療
福
祉
学
会

～
３
６
０
名
が
多
く
の
知
見
を
得
た
充
実
の
一
日
～

施設名 発表者 結果

藤井政雄記念病院 石田　周子 当院の抗菌薬使用の現状と取り組み
－抗菌薬適正使用を目指して－

ル・ソラリオン 大塚　　孝
三崎真由美

口腔評価手法を用いた口腔ケア方法の改善
－オーラルアセスメントガイドを使用して－

ル・サンテリオン 清水　道浩 食事のあり方 －１日２回食の取り組み－

敬仁会本部 石井　　淳 東京施設における雇用情勢と
　　　　　　　　　　採用活動の変遷
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いつまでもお元気で ～敬老会行事～
９月、各施設において敬老会行事が行われましたので、一部ではありますがその様子をご紹介します。

大和保育園の年長児が参加し交流を行いました。帰りには、
一人ひとりが握手をして、「上手だったね」、「元気でいてね」
と声を掛け合い、楽しい交流会になりました。

ル・サン
テリオンよどえ

ボランティアグループの『OIive』さんを招き、歌謡曲を歌って
いただきました。患者様一人ひとりに握手をしていただいた
り、歌を一緒に歌い、嬉しくて涙ぐまれる方もおられました。

倉　吉　病　院

敬老者代表の挨拶では「仕事に頑張りましょう」と、職員もパ
ワーをいただき、最後に万歳三唱を行い賑やかな敬老会と
なりました。　　　　　　　　　　　　

敬　仁　会　館

安来節保存会による演芸や喫茶を行い、ご利用者の皆様に
楽しんでいただきました。　　　　　　　

ル・ソラリオン名和

地元出身歌手の谷本耕治さんに歌を披露していただき、皆
様がその歌声に感動しておられました。

ル・サン
テリオン北条

地域のボランティアグループにより傘踊りが披露され、ご利
用者も楽しまれました。

ル・サン
テリオン東郷

ボランティアグループ「夢工房」の皆様による演芸披露では、
ご利用者も一緒にフラダンスを踊られたりと、例年以上に盛
り上がりました。　　　　　　　　　　　　　　

ゆりはま大平園

色紙に書かれた担当職員からのメッセージが読み上げられ、
ご利用者の緊張もほぐれ、にこやかな笑顔の見られる式とな
りました。

よなご大平園

15名のご利用者の表彰をし、長寿のお祝いをしました。
ゲーム・屋台を楽しまれました。　　　　　　　　　

ル・サンテリオン

開設１０周年の節目に葛飾区長にお越しいただきました。
「葛飾音頭」はご利用者も参加され賑やかな会となりました。　
　

ル・ソラリオン葛飾

中国獅子舞の演芸や
ババール園の園児の歌と踊りを楽しみました。

上井保育園の園児さんの傘踊りなど、地域の方にご協力
いただき、笑顔いっぱいの会でした。

シルバー倉吉マグノ
リア
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う
つ
病
に
つ
い
て
今
回
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
年
々
複
雑
化
す
る

社
会
の
中
で
、
ス
ト
レ
ス
と
も
関
係

す
る
こ
の
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
数
は

増
え
て
い
ま
す
。
国
と
し
て
も
健
康

対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
う
つ
病
と
は

　

う
つ
病
と
は
、
気
分
の
落
ち
込
み

（
抑
う
つ
気
分
）、興
味・喜
び
の
喪
失
、

主
に
こ
の
2
つ
を
症
状
と
す
る
病
気

で
す
。
こ
れ
ら
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、

す
べ
て
の
活
動
に
お
い
て
生
じ
、
生

活
を
障
害
す
る
も
の
が
典
型
的
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

■
う
つ
病
の
原
因

　

う
つ
病
の
原
因
に
つ
い
て
は
完
全

に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
遺
伝
的
素
因
（
体
質
・
脆
弱
性
）

の
あ
る
人
に
心
的
ス
ト
レ
ス
や
身
体

要
因
（
加
齢
や
妊
娠
な
ど
の
身
体
変

化
）
が
加
わ
る
こ
と
で
発
症
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
に
な

り
や
す
い
性
格
と
し
て
、「
他
人
に
気

を
つ
か
う
」「
真
面
目
、
正
直
」「
仕

事
熱
心
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
の
中
に
は
ス
ト
レ

ス
に
関
係
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

身
体
の
病
気
（
糖
尿
病
、
脳
梗
塞
、

膠
原
病
、
甲
状
腺
の
病
気
）
や
薬
の

副
作
用
（
ス
テ
ロ
イ
ド
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
）
に
よ
る
も
の
や
季
節
性

に
み
と
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
う
つ
病
の
診
断

　

多
く
の
身
体
の
病
気
の
よ
う
に
、

血
液
検
査
や
画
像
検
査
を
用
い
て
診

断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
光
ト

ポ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
当
院
で
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
）
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
診
断
の
補

助
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
診

断
は
問
診
に
よ
る
病
歴
と
症
状
の
把

握
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

■
う
つ
病
の
予
後
・
経
過

　

う
つ
病
の
生
涯
有
病
率
は
5
～

15
％
で
、
女
性
は
男
性
の
約
2
倍
多

い
で
す
。
患
者
さ
ん
の
数
に
つ
い
て

は
日
本
で
は
１
０
０
万
人
近
く
い
ま

す
。
う
つ
病
の
方
の
医
療
機
関
の
受

診
率
は
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

実
際
は
こ
れ
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん

が
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。年
々

患
者
さ
ん
の
数
は
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
多
様
化
す
る
社
会
構

造
や
価
値
観
の
変
化
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
治
療
に
つ
い
て
で

す
が
、
未
治
療
に
経
過
し
た
場
合
で

も
、
6
～
12
ヶ
月
で
6
～
7
割
が
改

善
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬

物
を
用
い
て
治
療
し
た
場
合
は
約

3
ヶ
月
で
改
善
す
る
こ
と
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
2
～

3
割
の
患
者
さ
ん
は
治
療
を
し
て
も
、

慢
性
的
に
経
過
し
ま
す
。

　

う
つ
病
は
一
度
治
っ
た
ら
そ
れ
で

よ
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
初
発
の
患
者
さ
ん
の
5
割

の
方
が
再
発
し
ま
す
。
症
状
が
改
善

し
た
後
、
半
年
間
は
再
発
率
が
高
い

で
す
。
再
発
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
、

よ
り
再
発
し
や
す
く
な
り
、
治
療
に

も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

未
治
療
で
も
改
善
す
る
場
合
が
あ

る
と
は
書
き
ま
し
た
が
、
う
つ
病
の

重
症
度
や
原
因
は
様
々
あ
り
、
中
に

は
躁
う
つ
病
、
高
齢
の
方
で
は
認
知

症
の
場
合
が
あ
り
、
異
な
っ
た
治
療

が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
度
受
診
し
て
相
談
さ
れ
る

の
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
う
つ
病
の
治
療
に
つ
い
て

①
薬
物
治
療

　

う
つ
病
の
方
は
脳
に
お
け
る
セ
ロ

ト
ニ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と

い
っ
た
神
経
伝
達
物
質
の
量
が
少
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
抗

う
つ
薬
は
、
こ
れ
を
増
や
し
て
、
う

つ
状
態
を
治
そ
う
と
す
る
も
の
に
な

り
ま
す
。
薬
物
療
法
は
抗
う
つ
薬
を

十
分
な
量
、
十
分
な
期
間
内
服
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
抗
う
つ

薬
の
効
果
が
出
て
く
る
に
は
２
～
３

週
間
程
度
は
か
か
り
ま
す
。
現
在
、

主
に
使
わ
れ
て
い
る
抗
う
つ
薬
は
副

作
用
が
少
な
い
も
の
で
す
が
、
飲
み

始
め
は
吐
き
気
や
便
秘
な
ど
の
消
化

器
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
薬
の
内
服
を
や
め
た
い
場
合
で

も
、
薬
に
よ
っ
て
は
急
に
中
断
す
る

と
つ
ら
い
副
作
用
が
出
現
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
と
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

②
休
養

　

う
つ
病
は
病
気
で
あ
り
、「
怠
け
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
休

養
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

前
述
の
よ
う
に
責
任
感
が
強
い
人
が

多
い
の
で
、
な
か
な
か
自
身
で
休
ま

れ
る
方
は
少
な
い
で
す
。
脳
が
疲
れ

た
状
態
で
あ
る
の
で
、「
休
む
こ
と
が

今
の
役
割
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

当
院
に
は
複
数
の
精
神
科
医
師
が

在
籍
し
て
お
り
、
入
院
治
療
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
に
か
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「うつ病について」
医療福祉センター倉吉病院

松 尾 諒 一 医師が
わかりやすく解説

医療福祉センター
倉吉病院

松尾　諒一

医師の
  明瞭解説高齢者施設介護予防の取り組み

①
自
分
で
感
じ
る
症
状

　
憂
う
つ
、
気
分
が
重
い
、
気
分

が
沈
む
、
悲
し
い
、
不
安
で
あ
る
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
元
気
が
な
い
、

集
中
力
が
な
い
、
好
き
な
こ
と
も

や
り
た
く
な
い
、
細
か
い
こ
と
が

気
に
な
る
、
悪
い
こ
と
を
し
た
よ

う
に
感
じ
て
自
分
を
責
め
る
、
物

事
を
悪
い
方
へ
考
え
る
、
死
に
た

く
な
る
、
眠
れ
な
い

②
周
囲
か
ら
見
て
わ
か
る
症
状

　
表
情
が
暗
い
、
涙
も
ろ
い
、
反

応
が
遅
い
、
落
ち
着
か
な
い
、
飲

酒
量
が
増
え
る

③
体
に
出
る
症
状

　
食
欲
が
な
い
、
体
が
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
、
性
欲
が
な
い
、
頭

痛
、肩
こ
り
、動
悸
、胃
の
不
快
感
、

便
秘
が
ち
、
め
ま
い
、
口
が
渇
く

う
つ
状
態
で
み
ら
れ
る
症
状

　
鳥
取
西
地
域
包
括
と
共
催
で
昨
年
10
月
よ
り
認

知
症
カ
フ
ェ
「
鹿
野
（
ま
ち
）
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
に
関
心

の
あ
る
方
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
、
専
門
職
な

ど
、
誰
も
が
気
軽
に
集
っ
て
話
が
で
き
る
場
所
で

す
。「
慣
れ
親
し
ん
だ
」で「
親
し
み
あ
る
仲
間
」「
新

た
な
仲
間
」
と
支
え
あ
う
サ
ポ
ー
ト
の
拠
点
と
な

る
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
８

月
は
、
徳
吉
薬
局
管
理
栄
養
士
を
講
師
に
認
知
症

予
防
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
特
産
品

を
使
い
蒸
し
パ
ン
と
豆
腐
白
玉
を
作
り
ま
し
た
。

お
互
い
で
き
る
こ
と
を
通
し
て
、
助
け
合
い
、
お

い
し
い
デ
ザ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。「
誰
か
に
会

え
る
！
ホ
ッ
と
で
き
る
！
」
そ
ん
な
カ
フ
ェ
を
目

指
し
地
域
と
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
１
日
で
も
長
く
元
気
で

健
康
な
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
、
作
業

療
法
士
、
生
活
相
談
員
と
い
っ
た
各
専
門
職
が
そ

の
専
門
性
を
活
か
し
た
内
容
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
地
域
の
集
会
所
に
出
向
い
て
介
護
予
防
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、「
い
つ
ま
で
も
か
ゆ
い
所
に
手
が

届
く
よ
う
に
」
と
「
肩
・
腕
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
18
名
の
参
加
が

あ
り
、
職
員
に
よ
る
実
演
を
交
え
た
講
義
の
後
に

肩
関
節
を
中
心
に
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
住
民

の
方
か
ら
は
「
少
し
楽
に
な
っ
た
み
た
い
」「
体

が
温
か
く
な
っ
た
」「
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
」

と
好
評
で
し
た
。

　
今
年
４
月
に
開
設
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま

と
に
て
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
や
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
集
い
交
流
す
る
場
と
し
て
、『
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　
や
ま
と
な
で
し
こ
』
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
と
の
ご
利

用
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
や
居
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
等
た
く
さ

ん
の
方
々
に
集
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
日

の
カ
フ
ェ
で
は
、
地
域
の
方
が
ご
利
用
者
に
折
り

紙
を
教
え
ら
れ
る
場
面
も
見
か
け
ら
れ
、
趣
味
を

共
有
さ
れ
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
地
域
の
介
護
予
防
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

蒸しパンや豆腐白玉を作りました

どなたでもお気軽にお立ち寄りいただけます

肩周りの筋肉を伸ばすストレッチの様子

　仁厚会・敬仁会の高齢者施設では、介護が必要となった方への支援はもちろん、住み慣れ
た地域で元気に生活できるよう介護予防の取り組みを行っています。様々な取り組みの中で、
今回は3事業所の取り組みを紹介します。

認
知
症
予
防
料
理
教
室

ル・サ
ン
テ
リ
オ
ン
鹿
野

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェグ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
と

介
護
予
防
教
室（
若わ

か

二ふ

三み

会か
い

）

ル・ソ
ラ
リ
オ
ン
西
新
井
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―
あ
れ
？
今
ま
で
の
回
で
見
た
調

理
員
さ
ん
と
は
違
う
雰
囲
気
で

す
ね
。
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

今
日
は
何
か
あ
る
の
で
す
か
？

　
今
週
は
『
夏
季
限
定
　
倉
吉
病

院
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
』
で

す
。
い
つ
も
は
厨
房
か
ら
食
事
を

送
り
出
す
私
た
ち
で
す
が
、
今
日

は
直
接
病
棟
を
訪
問
し
て
き
ま
す
。

昨
年
か
ら
こ
の
企
画
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
暑
さ
で
食
欲
が
低
下

し
や
す
い
時
期
に
、
ひ
ん
や
り
と

し
て
口
当
た
り
の
良
い
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
で
、
元
気
と
笑
顔
を
運
ん

で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
っ
て

き
ま
～
す
!!

―�

は
い
、
病
棟
へ
移
動
し
ま
し
た

…
あ
っ
、
や
っ
て
ま
す
ね
え
。

本
物
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ

ん
み
た
い
で
す
よ
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
か
ら
は
調
理
員
と
は
気
づ

か
れ
な
い
く
ら
い
。「
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
屋
の
人
か
い
な
あ
。
ご
苦

労
さ
ん
で
す
」
っ
て
（
笑
）

―��

患
者
さ
ん
の
反
応
は
い
か
が
で

す
か
？

　「
ご
は
ん
は
あ
ん
ま
り
食
べ
れ
ん

け
ど
、ア
イ
ス
は
食
べ
れ
た
で
」「
今

日
は
ア
イ
ス
が
あ
る
か
ら
頑
張
っ

て
食
べ
た
よ
」「
お
い
し
い
。
よ
う

こ
そ
、
よ
う
こ
そ
」「
今
度
は
い
つ

来
て
ご
し
な
る
だ
い
な
」
と
う
れ

し
い
声
を
い
っ
ぱ
い
か
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
流
動
食
・
ゼ
リ
ー
食
の
方
や
経

管
栄
養
の
方
に
も
、
嚥
下
に
配
慮

し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
風
ム
ー
ス

を
提
供
し
ま
し
た
。
い
つ
も
は
少

し
の
量
を
食
べ
る
の
が
や
っ
と
の

患
者
さ
ん
に
笑
顔
で
「
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
感
動
し
ま

し
た
。

―��

本
当
に
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ

う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔

に
な
れ
る
『
食
』
の
提
供
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
は
い
、
頑
張
り
ま
す
。

　
食
事
は
生
き
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
が
、
た
だ
単
に
何
で
も

い
い
の
で
口
に
す
る
行
為
で
は
な

く
、『
食
べ
た
い
』『
お
い
し
い
』『
楽

し
い
』
と
思
え
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
直
接

患
者
さ
ん
と
接
す
る
機
会
は
少
な

い
で
す
が
、『
食
』
を
通
じ
て
も
っ

と
も
っ
と
“
笑
顔
”
を
運
べ
る
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
益
的
な
取
組
み 

～
え
ん
く
る
り
事
業
～

　
救
護
施
設　
ゆ
り
は
ま
大
平
園・よ
な
ご
大
平
園

　
「
え
ん
く
る
り
事

業
（
生
計
困
難
者
に

対
す
る
相
談
支
援
事

業
）」
は
、
鳥
取
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
鳥
取
県
内
の
社

会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
取
り
組
み
で
す
。
敬
仁
会
で
は
、

救
護
施
設
ゆ
り
は
ま
大
平
園
・
救
護

施
設
よ
な
ご
大
平
園
が
こ
の

事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

敬
仁
会
は
昭
和
33
年
に
こ
の

救
護
施
設
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
の「
浮

浪
者
」
を
救
い
た
い
と
の
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

当
時
の
生
活
困
窮
者
へ
の
支

援
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
ゆ
り
は
ま
大
平
園
・

よ
な
ご
大
平
園
と
も
県
内
だ

け
で
な
く
近
隣
県
か
ら
の
受

入
れ
な
ど
困
窮
者
の
一
番
の

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

深
刻
な
生
活
課
題
の
解
決

に
向
け
、
今
あ
る
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
お
困
り
ご
と

に
対
応
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
敬
仁

会
も
総
合
相
談
窓
口
を
設
け
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

2 つの大平園施設長を中心に話し合いを続けています

仁
厚
会
の「

食」
を支
える職員をクローズ

ア
ッ
プ

JIN’S
キッチン
Vol.9

S・K・G（清潔・かわいい・元気）衣装に変身 !!

準備に奮闘中

はい、どうぞ

心
肺
蘇
生
法
技
術
大
会
優
勝

ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
in
東
京
’17

で
発
表

簡
単
な
の
に
け
っ
こ
う
本
格
派

親
子
で
パ
ン
作
り
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
綾
瀬

　
９
月
７
日
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
高
齢

者
福
祉
施
設
を
対
象
と
し
た
「
心
肺
蘇
生
法

技
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
事
業
所
９
施
設
10
チ
ー
ム
の
中
、
仁

厚
会
・
敬
仁
会
か
ら
は
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン

北
条
２
チ
ー
ム
、
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
１
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
チ
ー
ム
（
上

本
正
人
ナ
ー
ス
、
市
下
孝
幸
・
仲
山
ま
い
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
優
勝
は
日
頃
の
研
修
等
の
効
果
が
表

れ
た
も
の
で
、
業
務
に
対
し
て
の
自
信
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
両
法
人
の
チ
ー
ム
で
優
勝
か
ら
３

位
ま
で
独
占
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
９
月
27
日
、
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
in
東
京
'17
（
第
12
回

高
齢
者
福
祉
実
践
・
研
究
大
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
東
京
都
内
の
高

齢
者
福
祉
施
設
や
介
護
事
業
所
の
職
員
が
日

頃
の
実
践
・
研
究
を
発
表
す
る
も
の
で
、
１

年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会

に
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
綾
瀬
が
応
募
し
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
10
題
、
口
頭
発
表
79
題
の
中
、
当

施
設
代
表
と
し
て
、
山
崎
清
久
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
と
梅
澤
一
将
機
能
訓
練
指
導
員
が
、
施

設
開
設
か
ら
２
年
間
に
わ
た
る
肺
炎
予
防

の
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ゆ
り
は
ま
大
平
園
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
陶
芸
作
品
が
作
れ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
は
「
ろ
く
ろ
を
回
し
な
が
ら

作
る
か
ら
難
し
く
て
大
変
～
！
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
い
き
な
り

ろ
く
ろ
を
使
わ
な
く
て
も
簡
単
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
陶
芸
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

自
分
だ
け
の
お
茶
碗
や
お
皿
、
花

瓶
を
作
っ
て
陶
芸
の
世
界
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
申
込
み
人
数
／
1

名
～
15
名
ま
で
、
体
験
代
／
大
人

１
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円
）

　
あ
ず
さ
パ
ン
工
房
で
は
、
７
月
29
日
聖

テ
レ
ジ
ア
こ
ど
も
園
４
歳
児
園
児
た
ち
の

『
パ
ン
っ
て
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
パ
ン
作

り
に
挑
戦
し
た
い
！
』
と
の
声
に
お
応
え

し
て
、
パ
ン
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
パ
ン
作
り
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
パ
ン
作
り
教
室
は
、
土
日
祝
の
み
、
10

～
20
名
程
度
の
団
体
様
で
承
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
ど
も
会
、
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
の
ご

利
用
も
大
歓
迎
で
す
‼
体
験
内
容
等
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

今
回
は
倉
吉
病
院
に

　
　
　
　
　
　
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

「
～『
食
』か
ら
笑
顔
を
～
」

AED を使用した実技

みんなで作り上げた取り組み報告を力いっぱい発表しました

お問い合わせ：あずさパン工房�☎ 0858-26-6960
　　　　　　　平日8：30～ 17：30

お問い合わせ：ゆりはま大平園�☎ 0858-32-0780
　　　　　　　平日8：30～ 17：30

9 月9 日上井公民館での陶芸体験の様子。

募集募集

救
護
施
設
と
は
、
身
体
や
精
神
に
障
害

が
あ
り
、
経
済
的
な
問
題
も
含
め
て
日

常
生
活
を
お
く
る
の
が
困
難
な
人
た
ち

が
、
健
康
に
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

の
保
護
施
設
で
す
。
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7
月
27
日
・
8
月
3
日
の
2
日
間
、
小
学

生
を
対
象
に
「
介
護
施
設
の
ひ
み
つ
を
探
る
」

を
テ
ー
マ
に
自
由
研
究
応
援
企
画
を
行
い
ま

し
た
。

　

ご
利
用
者
や
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

車
椅
子
や
リ
フ
ト
車
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体

験
、
施
設
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
リ
フ

ト
車
体
験
で
は
、「
次
、
乗
り
た
い
！
」「
操

作
し
て
み
た
い
」
と
興
味
津
々
で
、
周
り
か

ら
「
順
番
！
順
番
！
」
と
声
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。
高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
重
り

を
装
着
し
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
階
段
を
上

り
、
高
齢
者
の
気
持
ち
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
、
最
後
は
一
人
ひ

と
り
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
模
造
紙
に
ま

と
め
て
自
由
研
究
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
外
か
ら
施
設
を
見
た
こ
と
は

あ
っ
た
け
ど
、
実
際
に
中
に
入
っ
て
み
て
ど

う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
し

た
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域

に
開
か
れ
た
施

設
作
り
の
一
環

と
し
て
、
色
々

な
企
画
を
実
施

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

夏
休
み
自
由
探
検

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ババール園

仁厚会・敬仁会職員による

倉吉打吹まつり

貝がら節まつり

在宅医療福祉センター

三朝町の三徳山にてお寺体験をしました
ボランティア清掃

みつぼし踊りに参加
息の合った踊りと元気な掛け声で
まつりを盛り上げました祭りのメイン「総踊り」に参加

「かわいや賞」を受賞しました

ご利用者が折られた鶴を
広島平和記念公園に奉納しました

地域のま
つりに参

加

　8月26日（土）倉吉シティホテルにおいて設立総
会を開催し、54名の仁厚会・敬仁会の退職者に参
加いただきました。総会では会の規約が決定された
後、役員選出をし、初代会長には明里佐代子さんが
選出されました。事業計画や予算案が審議され、最
後は記念撮影。
　この辺りから明らかに同窓会の雰囲気たっぷり。
懇親会が始まり、懐かしい写真（数十年前の集合写
真や行事や建物の写真）がスクリーンに映し出され
ると、「あっ、あれ○○さんだ。若いなあ。」という
歓声が会場に溢れました。
　退職者の会には、86名の方に入会いただきました。
今後は両法人の行事等にも関わり、現職の職員さん
とも交流しながら楽しい会を運営していきます。

仁厚会・敬仁会　退職者の会設立
社会福祉法人敬仁会  平成 28 年度  決算報告書

リフト車体験にワクワク♪

資産の部 負債の部
科　目 金　額 科　目 金　額

流動資産 2,245,912 流動負債 829,840
固定資産 19,049,484 固定負債 4,330,213

負債の部合計 5,160,053
純資産の部

純資産の部 16,135,343
（うち当期活動増減差額） 929,729

資産の部合計 21,295,396 負債・純資産の部合計 21,295,396

支　出 収　入
科　目 金　額 科　目 金　額

事業活動支出 5,754,369 事業活動収入 7,208,346
施設整備等支出 998,763 施設整備等収入 15,281
その他の活動支出 80,713 その他の活動収入 11,726
当期資金収支差額 401,508

合　計 7,235,353 合　計 7,235,353

支　出 収　入
科　目 金　額 科　目 金　額

サービス活動費用 6,185,637 サービス活動収益 7,152,766
サービス活動外費用 89,319 サービス活動外収益 55,580
特別費用 26,530 特別収益 22,869
当期活動増減差額 929,729

合　計 7,231,215 合　計 7,231,215

【貸借対照表】（平成29年 3月 31日）

【資金収支計算書】（平成28年 4月 1日～平成29年 3月 31日）

【事業活動計算書】（平成28年 4月 1日～平成29年 3月 31日）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

病院・施設名 受入人数（人）
倉吉病院 74
藤井政雄記念病院 68
　〃（訪問看護リハビリステーション） 17
米子東病院 27
ル・サンテリオン北条 37
ル・サンテリオン鹿野 20
ル・サンテリオンよどえ 10
大和保育園 2

合　　計 255

施設名 受入人数（人） 施設名 受入人数（人）
マグノリア 32 ゆりはま大平園 25
ル・ソラリオン 8 よなご大平園 27
ル・ソラリオン名和 7 ババール園 14
ル・ソラリオン葛飾 21 よどえババール園 1
ル・ソラリオン西新井 18 あやせババール園 2
ル・ソラリオン綾瀬 - シルバー倉吉 20
ル・サンテリオン 20
ル・サンテリオン東郷 22
敬仁会館 34 合　　計 121

社会医療法人仁厚会
実習生受入状況（平成 28年度）

医療・福祉人材育成のため、毎年両法人でたくさんの実習生を受け入れています。

社会福祉法人敬仁会

　

本
年
度
も
一
日

看
護
体
験
事
業

に
、
中
部
地
域
４

校
22
名
の
高
校

生
、
６
校
11
名
の

中
学
生
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　
高
校
生
で
は
す

で
に
看
護
師
の
道

を
目
指
し
、
進
路

を
明
確
に
位
置
付
け
て
の
看
護
体
験
へ
の
参
加
者
が

多
く
、「
看
護
師
と
し
て
果
た
さ
れ
て
い
る
役
割
を
見

た
い
」「
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
の
か
見
た
い
」
等
、
よ
り

具
体
的
な
目
的
を
持
っ
て
の
参
加
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
中
学
生
で
は
、
看
護
師
だ
け
で
な
く
医
療
現
場
で

働
く
多
職
種
の
姿
を
見
る
こ
と
、
知
る
こ
と
も
将
来

の
進
路
選
択
に
役
立
っ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　
体
験
を
終
え
て
の
感
想
で
は
、「
看
護
師
さ
ん
や
介

護
士
さ
ん
が
自
分
か
ら
は
話
す
こ
と
の
で
き
な
い
患

者
さ
ん
に
、
熱
心
に
声
を
か
け
て
い
て
、
少
し
の
表

情
の
変
化
を
観
て
捉
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
ん
だ
と
教
わ
り
と
て
も
感
激
し
た
。」「
患

者
さ
ん
と
お
昼
ご
は
ん
の
時
に
手
伝
っ
て
感
謝
さ
れ

た
こ
と
や
、
話
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。」「
目
指
し
た
い
看
護
師
さ
ん
が
見
つ

か
り
、
や
っ
ぱ
り
看
護
師
に
な
り
た
い
！
と
思
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
勉
強
頑
張
り
ま
す
！
」「
看
護

師
さ
ん
の
仕
事
は
、
本
当
に
沢
山
の
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
い
い
か
げ
ん

な
気
持
ち
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。」

　
看
護
体
験
お
疲
れ
様
で
し
た
。
皆
さ
ん
す
て
き
な

看
護
師
さ
ん
を
目
指
し
て
下
さ
い
ね
!!

　
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
で
は
地
域
の
教
育
現
場
か
ら
の

ニ
ー
ズ
や
要
請
に
対
し
学
外
実
習
や
体
験
学
習
の
受

け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
に
は
鳥
取
短
期
大
学
生
活
学
科
食
物
栄
養
専

攻
の
学
生
2
名
の
学
外
実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
厨
房
で
の
現
場
実
習
以
外
に
も
、
高
齢
者
施

設
で
の
栄
養
士
の
業

務
や
役
割
り
、
他
職

種
と
の
連
携
、
ご
利

用
者
の
皆
様
と
の
関

わ
り
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は

「
学
校
の
授
業
で
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

多
く
の
経
験
が
出
来

た
」「
実
際
の
厨
房

現
場
の
大
変
さ
と
個

別
対
応
や
細
か
な

配
慮
の
多
さ
に
驚
い

た
」
等
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
教
育
の
場

の
一
環
と
し
て
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
で

あ
り
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
看
護
体
験

藤
井
政
雄
記
念
病
院

学
外
実
習
の
受
け
入
れ

ル・ソ
ラ
リ
オ
ン

食事介助を見学

厨房での盛り付け配膳の様子 ご利用者とおやつ作りの様子
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医療福祉センター倉吉病院
 TEL.0858-26-1011
藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
米 子 東 病 院　 TEL.0859-56-5232

藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
藤井政雄記念病院附属歯科クリニック  TEL.0858-26-4276
大和保育園  TEL.0859-56-2203

ル・サンテリオン北条 TEL.0858-36-5220
ル・サンテリオン鹿野 TEL.0857-84-3700
ガーデンハウスはまむら TEL.0857-82-6500
ル・サンテリオンよどえ TEL.0859-56-4073

ガーデンハウスよどえ TEL.0859-56-5210
在宅医療福祉センター TEL.0858-26-2346
法人事業部セントラルキッチンアーク TEL.0858-26-1517

病院機能評価認定 ISO9001取得（JMAQA）

ISO9001取得（JSA）

社会医療法人 仁厚会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43　TEL.0858-26-1012

ISO9001取得（JICQA）
社会福祉法人 敬仁会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根55　TEL(0858)26-3864㈹　

地域ケアセンター マ グ ノ リ ア TEL(0858)26-3922
介護老人福祉施設 ル ・ ソ ラ リ オ ン TEL(0858)26-0115
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン名和 TEL(0859)54-6500
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン葛飾 TEL(03)3601-3711
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン西新井 TEL(03)3899-3005

介護老人福祉施設 ル・ソラリオン綾瀬 TEL(03)5613-1176
介護老人保健施設 ル ・ サ ン テ リオ ン TEL(0858)26-3051
介護老人保健施設 ル・サンテリオン東郷 TEL(0858)32-2570
障がい者支援施設 敬 仁 会 館 TEL(0858)26-0480
救　護　施　設 ゆ り は ま 大 平 園 TEL(0858)32-0780　　

救　護　施　設 よ な ご 大 平 園 TEL(0859)56-6226
保　　育　　所 バ バ ー ル 園 TEL(0858)26-0211
保　　育　　所 あやせババール園 TEL(03)5613-8851
保　　育　　所 よどえババール園 TEL(0859)56-5268
養護老人ホーム シ ル バ ー 倉 吉 TEL(0858)26-0821

仁厚会・敬仁会
ホームページQRコード

※よどえババール園は今後 ISO9001（JICQA）を認証取得する予定です。

●行事予定　各事業所でイベントの企画・出店を予定しています。地域の皆様も是非ご参加ください。

詳細については各施設にお問い合わせください。

日にち イベント 事　業　所

倉吉駅前通り
　ワークサポートあしたば
　ワークサポート敬仁会館

よなご大平園内

ゆりはま大平園内

ばえん祭出店

GOODフェスティバル

ゆりはま 105感謝祭

時　間

13：00～ 20：00

10：30～ 14：30

10：00～ 13：30

10月 22日（日）

10月 28日（土）

11月 23日（木） トーゴー

材
料 （
３
〜
４
人
分
）

さつま芋と鶏肉の照りマヨ焼き

栄養士が心と体に
おいしいレシピを紹介します!

健康
レシピ

【作り方】
❶さつま芋は１センチ幅のいちょう切りにし、水にさらして灰汁をとる。
❷鶏肉は、そぎ切りにし一口程度の大きさにする。しめじは食べやすい

大きさに切っておく。
❸熱したフライパンに大さじ１の油をひき、水気を切ったさつま芋を中

火で柔らかくなるまで焼く。
❹火が通ったさつま芋をお皿に出し、同じフライパンに大さじ１の油を

ひき、❷の鶏肉に片栗粉をまぶして焼く。ほぼ火が通ったら、しめじを
入れてさらに焼く。

❺❹にさつま芋を戻し、混ぜ合わせておいた調
味料を加えて、照りが出るまでさっと炒めたら
出来上がり。

ル・サンテリオン
管理栄養士／大森央絵

さつまいもは焼いて食べる場合、火力が弱く
加熱に時間がかかってしまうと柔らかくなら
ないことがあるため、焦げないように注意し
ながらも一気に火を通すのが良いようです。

・さつま芋（中くらい）.........1本（約300ｇ）
・鶏むね肉..........................................200ｇ
・しめじ ............................................... 50ｇ
・調味料
（しょうゆ、砂糖、マヨネーズ）... 各大さじ2

・サラダ油.......大さじ2
・片栗粉 ................適量

あ く

秋を代表する食材
、さつま芋には食

物繊維以外

にも、抗酸化力が
強く美肌効果もあ

るビタミン

C が多く含まれて
います。ビタミン

C は、熱

に弱いという特徴
がありますが、さ

つま芋に含

まれるビタミン C
は焼いても他の食

材より残

りやすいといわれ
ています。季節の

変わり目で

体や肌の調子を崩
しやすい時期

ですが、旬の食材
を取り入れて

元気に過ごしましょ
う。 調

理
の

ポ
イ
ン
ト

今回のレシピ担当
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